
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・電子ドリル・東京ベーシックドリル
の活用を推進する。
・授業報告書を活用しEDOスク参加
児童の個別支援を充実させる。

・全国学力調査（6年算数）でC・D
層50％以下
・区学力定着度調査（4・5年算数）
で区平均

・「読み解く力」の育成を目指し、校
内研究を推進する。
・国語・算数スタンダード授業を実施
する。

・年3回、説明文の研究授業を実施
・全国学力調査（6年国語）で「読む
こと」領域都平均

・中学年以上で教師の専門性を生かし
た教科担任制を実施する。

・全国学力調査質問紙調査、国語・算
数で「よく分かる」60％以上

・東部図書館から派遣されている司書
と連携して読書活動への興味関心を向
上させる。
・教員による読み聞かせを定期的に実
施する。

・全学級、週１回以上学校図書館を活
用
・学期に１回教員による読み聞かせを
実施

・体力テストの結果分析を体育学習の
改善に活かす。

・シャトルラン、立ち幅跳、それぞれ
都平均以上

・特別な支援が必要な児童に対しての
見取りを多くの教員で行い、巡回指導
教員などと相談して適切な支援を進め
る。

・週１回の生活指導夕会や月１回の特
別支援委員会の充実

・コミュニケーションの基本である能
動的な挨拶の徹底を図る。

・児童の学校生活アンケートで80％
が「できる」と回答

・特別支援コーディネーターを中心と
して連携を図り、交流を行う。

・副籍交流校と、毎月、学校便りや学
年便り等を交換し年間を通して交流

・ふれあい月間や毎日のL-gateの取
組で児童の様子を丁寧に見取り、いじ
めの早期発見を行い組織的に対応す
る。

・学期に１度、児童からの聞き取りを
可視化
・毎日の帰りの会でL-gateを実施

・遅刻してきた児童が教室に入りにく
い場合に、エンカレッジサポーターと
教室に向かうことで登校しやすい環境
づくりを行う。

・年間を通してエンカレッジサポー
ターを活用
・不登校児童出現率２％以内

・SC,SSW,特別支援専門員などと連
携し、児童や保護者の困り感の解消を
目指す。

・５年生の全員面接をはじめ、SCに
相談しやすい環境作りを推進
・相談室の稼働率向上

・学校ホームページを毎日更新して教
育活動の周知を図る。

・学校ホームページ（学校日記・今日
の給食）を毎日更新

・学習活動への保護者の協力を呼びか
け、日頃の学校生活を見学してもら
う。

・各学年１回は、学校応援団を活用

・行事ごとのアンケートや年１回の保
護者アンケートを実施し、保護者や地
域の意見を教育活動の充実に活かす。

・webを活用した効果的なアンケー
トの実施
・年３回の学校評議員会の実施

・定時退勤日を設定する。
・組織改編、分掌ごとの仕事内容の見
直しを進める。

・全校定時退勤日を月１日、学年ごと
の定時退勤日を月１日設定
・定時外在校時間月45時間以上の教
員、月5人以下

・異学年交流の取組を年間を通じて実
施する。
・ノーチャイムでの学校生活を実施す
る。

・「なかよし班遊び」を年7回実施
・「なかよし遠足」を10月に実施
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〇副籍交流の実施・充実

〇特別支援教育の推進

〇コミュニケーションスキル
の向上
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〇体力テストを活用した運動技能
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「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

〇基礎学力の定着

〇読書科の充実

〇体力向上の取組の計画的な実施

・学期に１回２週間ずつ行う「なわと
びウィーク」及び「持久走週間」（2
月）により、運動意欲を向上させ、体
力の向上を図る。

・全学年で体力テスト（６月実施）に
おける、体力合計点、都平均以上

〇教員の授業力向上

〇授業改善の推進

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和7年度　江戸川区立下鎌田東小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標

「考える子」・・・生涯にわたって学ぶ意欲をもち、生きる力の基となる考える力を育成する
「思いやりのある子」・・・自分も相手も大切にし、豊かでしなやかな心を育成する
「たくましい子」・・・健康な体をつくり、粘り強くやり抜く力を育成する社会の変化に対応し、自らの力で未来を切り拓き、新しい価値
を創造できる力の育成

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・笑顔と活力にあふれ、児童一人一人が自分のよさを発揮できる学校
・考える子　思いやりのある子　たくましい子
・全ての教職員が協働し、質の高い教育活動の実現を目指す教師

前年度までの本校の
現状

・SCやSSWなどの様々な機関と連携し、保護者と連絡を密にして児童の居場所づくりを行うことができた。
・体力テストにおいては、多くの種目で都平均を上回ることができた。特に６年生は、体育大会で男子リレーなどを筆頭に上
位入賞者を多く出すことができた。

・全国学力調査では東京都の平均にやや及ばず、学力定着度調査でも江戸川区の平均にやや及ばなかった。読解力に課題がある。
・一人一台端末の導入で、学習活動の幅が広がった一方、ネットリテラシーやSNSマナーが低下しトラブルに発展することが増えた。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D）


